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さわやかレクリエーション事業 
 

 

全国各地でさまざまなレクリエーション事業が実施され、スポーツや芸術活動、野外活動な

どを通じて、多くの皆さまに交流や楽しみの輪が広がりました。 

今回は、防災関連の事業をご紹介します。 

 

徳島県肢体不自由児者父母の会連合会が毎年取り組む 

「出前バリフリ BOX」を、今年度は初めて徳島市より 

北の板野郡で実施しました。道幅が狭く舗装も十分で 

ない地域でしたが、小学 4年生とともにフィールド 

ワークを含む学びを行いました。 

 

作業療法士会から 6名の協力を得て、車いす体験 

も充実し、子どもたちからは「もっといろいろな 

車いすを見たい」という声が多く聞かれました。雨天による日程変更にも関係者が柔軟に対

応し、予定していた内容を無事に実施できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日目は、徳島県肢連圓井さん親子による「ともに生きる今を感じる」授業やコミュニケーシ

ョン支援機器の体験、作業療法士による車いす体験・校内トイレチェックを行いました。 

 

 

2日目のフィールドワークでは、アップダウンのある未整備 

の道を車いすで進み、子どもたちは地域に潜むバリアを実感。 

防災やバリアフリーに関するミッションにも取り組み、多く 

の気付きを共有しました。 

 

 

最後は、学んだ「ともに生きる」視点や、優しい板野町への 

思いを子どもたちが発表し、温かいまとめとなりました。 

 

 

 

 
さわやかレクリエーション事業の実施報告書につきましては 

3 月初旬頃までを目処にご提出くださいますようお願いいたします。 

円滑な取りまとめのため、期限内でのご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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引用連載 
 

福祉新聞 ２０２６年２月３日掲載 

 
 

 

 

 

 

 

厚労省 新規事業所が対象 

 

厚生労働省は、６月の障害報酬臨時改定における就労継続支援 B型など４サービスの基本報

酬減額幅について、１％強から３％弱とする考えを、１月２２日に開かれた「障害福祉サー

ビス等報酬改定検討チーム」で明らかにした。 

 

期間は６月から２０２７年度報酬改定まで。新規事業所が対象で、既存事業所は従来通り

の基本報酬とする。 

 

B型以外は、グループホーム(介護サービス包括型、日中サービス支援型) ▽児童発達支援

▽放課後等デイサービス。収支差率が高く、事業所数が急増しているサービスを対象とする。 

 

ただし、特に受け入れニーズが多い重度障害児・者と、サービスが不足している地域につ

いては配慮措置を設ける。重度障害児・者 では強度行動障害児・者、医療的ケア児などの

支援に関する加算を算定している場合や、離島・中山間地域にある事業所、自治体が必要と

判断して設置する事業所は対象外としている。 

 

厚労省によると、２４年度の新規事業所数は多い順に、放課後等デイサービス２６９６▽

児童発達支援２４３５▽就労継続支援 B型２０２７▽グループホーム介護サービス包括型１

１８４▽同日中サービス支援型５８２――。設置主体は７～９割が営利法人となっている 

 

利益目的の参入 対応策を検討へ 

 

また厚労省は、営利法人を中心に利益を的とし、利用者のニーズに沿わない新規参入が増

え、障害福祉サービス費が膨らむ一因に なっているとして、２７年度報酬改定で対応を検

討する。 

 

厚労省がまとめた新規参入や、出資を働き掛ける事例では「○年 年商○億円」「年間の利

回り○%も可能」「本部による手厚いサポートで未経験でも安心」といった不適切な勧誘が見

られる。最終的に利用者に被害が及びかねないため、問題の解消に取り組む。(榎戸新) 

 

次回 【障害報酬 就労 B型は 11区分に 厚労省 減少額は３％程度】 

 

 

 

 

 

 



 

4 

 

心の輪を広げる体験作文 入賞作品紹介 

 

 

最優秀賞受賞 

ありのままの私を受け入れてくれたあなたへ 
熊本県 支援学校 3年 

S・H さん（女性） 

 

私という存在を消されていくような日々だった。当時不登校真っただ中、暇を好物に、ど 

んどん育っていく不安と焦りを持て余していた私にとって、平日の朝から夕方にかけての 

間、家で退屈にしている時間というのは、本当に心をむしばむものでしかなかった。ひとり 

で外出する元気もなく、ただただ布団の中で、時間がすぎるのをじっと待っていた。そんな 

私を見かねた母親は、私の居場所が必要だと判断して、近所のデイサービスに通所させた。 

 

デイサービスの水曜日の活動は、茶道だった。私はそこで茶道の先生である「牧野先生」 

と知り合った。牧野先生は、とても教えるのが上手で、何度でも丁寧に作法を教えてくださ 

った。そのうえ、とにかく優しく穏やかな方で、私が正座に耐えられず、プルプルしている 

のを見ると「いいのよ。足を崩しても！無理しないでね。」と慌てておっしゃったことも少 

なくなかった。たまに「家の片付けをしていたら見つけたの。私はもう使わないから、良か 

ったら。」と言って、とても綺麗な髪飾りをくださることもあった。私はすぐに 牧野先生が 

大好きになった。 

 

ある水曜日、私はいつものように牧野先生と向かい合ってお茶の稽古をしていた。その 

時、ふと、牧野先生は、私の手を取って「まあ、可愛いおてて。柔らかくて、温かいです 

ね。やっぱり若いからかしら。」と 微笑みながらおっしゃって、私の手なんかよりも、ずっ  

とずっと温かく優しいその手のぬくもりを移すように、何度も何度も私の手を撫でてくださ 

った。私は思わず泣きそうなって、「ありがとうございます。」と言ったきり、話すことがで 

きなかった。 

 

不登校になってから、人に優しくされたことはきっとたくさんあった。けれども、私にと 

って、その優しさの全ては「私を学校に行かせるためのもの」としか思えず、素直に優しさ 

として受け取ることができなかった。どんなに優しい言葉をかけてもらったとしても、今 

の、「不登校の私」を受け入れてくれる人はいないと、捻くれるばかりだった。 

 

そのうえ私は、幼い頃から、容姿のことでからかわれることが多かったので、「ああなる 

ほど。私は笑われるような見た目をしているのだな。」とばかり思って、容姿には自信がも 

てなかった。特に手は、相当ひどいものなんだろうなと思っていた。 

 

今では、そんなことあるわけないと思うことができている。容姿についてのからかいも、 

私を苦しめようと思って言われたものばかりではなく、むしろその逆だったと思うことがで 

きる。でも、当時の私にとっては、その記憶たちは、生ぬるい地獄を加速させる呪いのよう 

なものに他ならず、「忘れてしまおう、忘れてしまおう」と強く念じているうちに、本当に 

様々なことを忘れてしまい、あの頃受けた優しさのほとんどを、もうほぼ思い出すことがで 

きないでいる。 

 

そんな苦しい思いを抱いていた時、牧野先生は、私のその笑われてしまうような醜い手 

を、わざわざあのきれいな両の手で、離さないとばかりに握りしめてくれた。そして、「か 

わいい」「やわらかくて温かい」と言って、大事なものを撫でるような手つきで撫でてくれ 
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た。驚いて、思わず見上げた牧野先生のお顔は、ただただ愛おしさに溢れていたものだか 

ら、忘れることなんてとてもできなかった。あのときの私は、どんなに言葉を尽くそうとし 

ても、きっと「ありがとうございます。」としか言えなかっただろうなと思う。 

 

あの時の牧野先生の言葉と手のぬくもりからは、当時私が感じていたような歪んだ優しさ 

や、呪いになるようなものを全く感じなかった。思わず見上げたそのお顔は、眉を下げて 

ただただ愛おしさに満ちていた。ひたすら胸に込み上げてくるものを抑えることができず、 

家に帰ってから、牧野先生の言葉を何度も反芻しては泣いた。 

 

それから数年後。私は熊本再春医療センターへの入院が決まり、とうとう最後のデイサー 

ビスの水曜日を迎えることとなった。牧野先生は、いつも通り私がお茶を点てるところを黙 

って見ていらっしゃった。稽古が終わると、牧野先生は、「あなたは本当によく頑張ってい 

る。本当に。本当よ。私が言うんだから間違いないわ。この歳で入院するという大きな決断 

をしたのよ。他の人ではそう簡単にできないわ。どうか自分を認めてあげてね。けれど、き 

っとどうしても辛くて逃げ出したくてしょうがないときがあるわ。とっても頑張っているあ 

なたが、どんなに頑張っても、どうしようもないときが、きっとあると思うの。そういうと 

きは私の家に来ていいからね。透け出していいからね。あなたのお話を聞いて、お茶を点て 

ることしかできないけれど、それでもいいならいつでも来ていいからね。いい約束よ。あな 

たは覚えるのが早いから、教えるのが楽しかったわ。ありがとう。」と言ってくださった。 

 

お礼を言わなければならないのは私のほうだ。本当に、何度感謝しても足りないほど感謝 

している。私がその言葉に一体どれほど救われたことか。ありのままの私を認めてくれる人 

なんていないと思っていた。本当の優しさなんてものは、この世に存在しないと思ってい 

た。でも牧野先生は、あの醜い私の手をとって、「かわいい」と言ってくださった。こんな 

自分に、「辛いことがあったらうちに来なさい」とわざわざ言ってくださった。何度その言 

葉を頭の中で反芻したことか。 

 

あなたが、最後にかけてくださったその言葉が、いかに私の心を照らしているか。私が今 

まで生きてきた十五年という月日の中で、あなたの言霊はありえないほどに輝いて、私が前 

に進む力となっている。（原文ママ） 

 

（令和 7年度 「心の輪を広げる体験作文」入賞作品集より） 

 

 

 

 

全肢連 清水会長スケジュール 

1月 清水会長スケジュールをご報告いたします。 

 

 

        ・東京（19日～21日） 

→各所ご挨拶まわり 

→全肢連事務局 

→書類作成 
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理事からのコーナー 

 

福祉人材不足は切実な問題 

 

東北ブロック理事（秋田県）金 登美一                              

  

「時間よとまれ」と時の流れの早さに怯える小生、８０才を目前に「もう終わった人」(内舘

牧子原作)なのに悶々とした日々は続きます。東北ブロック、言い訳がましく恥ずかしいので

すが、過疎化の速度はすごい、高齢化、少子化且つ中央との地域格差が想像以上であり、ほ

ぼ足踏み状態の活動です。 

私の息子が、脳性マヒ児として養護学校に入学したのが 

４０年前、無我夢中でやって来たと言うのが本音です。息 

子の体力の衰えは顕著であります。息子より先には死ねな 

い。食生活に人一倍気をつけている私です。定年退職を機 

に「私ならもっと良い支援が出来る」と、素人が施設(就 

労Ｂ)を開所しました。現実は新参者には厳しいものでし 

た。１５年目になりますが毎年のように制度改定・給付 

金の改定があります。利用者を支える職員の給与アップ 

はお粗末です。やっと処遇改善と言う加算制度が出来て、 

少しは一般企業給与の後ろ姿が見えて来たと思うと、 

一般企業はどんどん先を行く。追いつけない。最近はまた離された。この事はなにをいわん

か、いい人材が集まらない、いい支援員・指導員が集まらない、育たないと言うことです。グ

ループホームも欲しい、理解があり親身になって動く相談事業者が欲しい、作ろうと思って

もいい人材が集まりません。給料の高い他の企業に行ってしまいます。少子化の影響が如実

です。国の長期的抜本対策が必要です。それを後押しするのが私たちであり全肢連でありま

す。 

 

 

都道府県肢連からのお知らせ 
 

コカ・コーラ福祉自動販売機の新規設置！（沖縄県） 
 

沖縄県肢連様において、コカ・コーラ福祉自動販売機 

（FVジャパンの FV機）が新たに設置されました。 

 

とりほり眼科 様 

（沖縄県那覇市首里） 

に設置されました。今回設置 

された自動販売機のインパネ 

には、沖縄県肢連様オリジナ 

ルデザインとなっており、親 

しみやすいデザインが特徴で 

す。お近くへお越しの際は、 

ぜひご覧ください。 
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トピック 
 

 

２０２７年度御入学 U ランドセル最新カタログとお知らせが届きました！ 
 

２０２７年度 Uランドセルのご注文の最終締め切りは、２０２７年１月４日までとなってお

ります。期限にご注意いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーダーメイド 

ページ 

Uランドセル 

デジタルカタログ 
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全肢連事務局からのお知らせ 
 

今後のスケジュール 
いずみ 164号 発行発送  2月 20日 （金） 

和やかレクリエーション  2月 21日 （土） 

令和 7 年度  理事会   3月 6日 （金） 

わ 147号 発行      3月下旬 

 

 

 

 

🌸 2026年あーと展カレンダーは、若干の在庫がございます。ご希望がございましたら、全肢 

連事務局までお気軽にご連絡ください。 

 

🌸 令和 8年度「さわやかレクリエーション」につきまして、実施に向けた準備を進めており 

ます。詳細（実施内容・対象・申込方法・締切等）を整え次第、4月 1日付で正式なご案 

内を改めてお送りする予定です。 

 

🌸 全肢連情報は毎月 15日発行（土日祝日の場合は翌業務日）となります。発行のお知らせ 

等ございませんので、あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
 

年が明けて、気がつけばもう 1か月が過ぎました。今年は小さな目標として、まずは自 

分の健康を大事にしようと決めました。ある女優さんがラジオ体操を続けていると話してい 

たのをきっかけに、私も朝の習慣として始めています。体を動かすとポキポキ音がしたり、 

肩がつったりと運動不足を実感しますが、無理のないペースで続けていけたらと思っていま 

す。皆さんも、どうか健やかな一年をお過ごしください。（海津） 

 

 
  

 

来月号 ３月１６日発行予定 

 

□編集・発行 

一般社団法人全国肢体不自由児者父母の会連合会 

 〒170-0005 東京都豊島区南大塚３－４３－１１ 

福祉財団ビル 5 階 

ＴＥＬ：０３－３９７１－３６６６ 

ＦＡＸ：０３－３９７１－６０７９ 

メール：zenshiren@zenshiren.or.jp 

全肢連公式ホームページでも全肢連情報をご覧になれます 

https://www.zenshiren.or.jp 


